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第３回 伊良湖岬中学校統合検討委員会 会議録 

日時 平成28年２月17日（水）19時00分～20時19分 

場所 和地市民館 

出席者 委員（24名） 

河合哲志、高瀬 勲、小久保忠廣、荒木健一郎、葉山昌司、青山裕行、春日孝氏、    

手塚俊彦、小久保克己、齋藤政弘、藤井正明、小久保幹夫、島津玲子、小久保光幸、

太田聖子、小久保美穂、小久保秀範、田中咲子、鵜飼亜由子、野村里美、尾澤由紀子、

古川美栄、松田政春、河合正人 

事務局（８名）  

花井教育長、前田教育部長、鈴木努教育総務課長、三竹教育企画室長、鈴木欽也学校

教育課長、冨田政策推進課長、鈴木淳一渥美支所地域課長、清水教育企画室主任 

欠席者 藤井崇文委員 

傍聴者 １名 

委員長 大変お寒い中、第３回伊良湖岬中学校統合検討委員会にお集まりいただきまして、

ありがとうございます。 

忌憚のない御意見を出して、実りのある会にしていただけたらと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

早速協議に入ります。協議事項１ 伊良湖岬中学校の統合についてということで、

事務局から説明をお願いします。 

事務局  （資料１により説明） 

・伊良湖岬中学校の統合先の決定時期等について（方針変更） 

・伊良湖岬中学校統合のこれまでの考え方 

・伊良湖岬小学校建設について 

・伊良湖岬中学校統合について今後の考え方 

委員長  ありがとうございました。協議事項１について、事務局から説明がありました。 

資料１、方針変更案のように方針を変更していきたいとの提案がありました。 

これについて、忌憚なく、御意見等がありましたらお願いします。 

委員  伊良湖岬中学校の統合先については、今まで本年度中に決めるとのことでしたが、

平成 28 年度中に変更になるとのことです。私としては、本当は予定どおり統合して

もらいたい。伊良湖岬小学校 PTA が実施したアンケート結果で、統合先は、福江中学

校の方が赤羽根中学校よりかなり多いこと。伊良湖地域の人は福江中学校を希望して

いること。それから、やはり小学校の中で分かれて中学校へ行くのはよくないという

意見が圧倒的に多かったものですから、福江中学校がいいと私は思います。 

 それから、統合時期を遅らせる方がよいという意見も大分多いですけれども、これ

は、遅らせたからといって何かいいことがあるのかなと思います。やはり今までどお

り統合先の決定時期を平成 27 年度中とするのは今の時点では無理かと思いますけれ

ども、平成 28年度の遅くまでというよりも、例えば７、８月ぐらいまでには決めて、

統合を遅らせることは余りよくないと思います。伊良湖岬中学校の統合を遅らせ、伊
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良湖岬小学校の建設をおくらせると、田原市全体の中でも、ほかの学校の改築などが

あると、伊良湖岬小学校の建設が遅くなる可能性もあると思います。 

私は、統合先は平成 28 年の７、８月ぐらいまでには、はっきり決定していただき

たいと思います。 

委員長 ほかに意見のある方ございますか。 

委員 伊良湖岬小学校の建設に伴って、学校予定地として、後ろに買収地があり、買収の

話も進めていただいているのですが、買収地に当たる農家の人たちは、一昨年の新聞

記事から不安な気持ちでいて、それぞれ気持ちを固めて、学校のために多少なりとも

準備を始めているわけです。もし統合時期の決定が延期になると、用地買収などはど

うなるかを聞きたい。 

事務局 買収の時期等について、地権者の方に相談しながら話を進めています。 

用地測量、物件補償の調査など、今、基本設計業務を進めながら、平成28年度には

実施設計をはじめていく予定です。 

買収時期は、最初から地権者にお話ししている予定で進めたいと思っています。 

委員 買収時期が延期になると、地権者の方にまた負担が出ます。 

事務局 まずは買収時点までは、手続を進めていきたいと思っています。 

委員 丁寧に説明していただくようにお願いします。 

事務局 はい。また改めて、地権者の方と話をします。 

委員長 ほかにございますか。 

委員 用地買収もすごく大事なことだと思うのですけれども、小学６年生は大半が伊良湖

岬中学校の統合時期を遅らせてほしいと思っています。それについては、どう思いま

すか。子どもの意見をもう少し尊重してほしい。 

今の小学６年生が４月から伊良湖岬中学校に入学します。中学３年生で統合する場

合に、全く何も決まっていない状態で中学校に行くのは不安という声が多く、子ども

の気持ちを尊重してもらいたい。 

事務局 そういったことも考えながら、方針変更案の２番目、伊良湖岬中学校の統合時期を

延ばすことも視野に協議を進めていきたいと考えております。 

委員長 皆さん、方針の変更についてどのようにお考えでしょうか。 

３月時点で統合先を決めてしまうと、今、言われたような懸念事項を話し合う時間

がないので３月までに決定するのは、いかがなものかと。今、提案がありましたよう

に、地区での話し合い等を聞いても、まだ要望等も聞く必要があるので、平成 27 年

度末までに決定する予定でしたが、地域の声も聞いて、もう少し時間をかけて統合先

を考えていきたいとのことで、この方針の変更案が出ています。 

３月末での決定をもう少し先延ばしして、平成 28 年度中に統合先を決定して、統

合先が決まったら、いろいろな不安もあるので、統合に対して対応策を話し合ってい

くことになるかと思います。 

まず、事務局から提案がありました方針の変更について、皆さんは、どのようにお

考えでしょうか。そこが、やはり大事になってくるかと思います。 
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やはり早いほうがいいから、予定どおり３月末に決めてしまったほうがいいなど、

そういう思いがあれば、出していただくことも必要かと思いますし、提案どおり、も

う少し時間をかけて統合先を考えたほうがいいということであれば、この方針で了承

してやっていくことになるわけです。 

事務局からの提案のように、伊良湖岬中学校の統合先の決定時期については、もう

少し時間をかけて、平成 28 年度中に決定する。もう少し結論を出すのを先延ばしに

するという提案について、いかがでしょうか。 

委員 統合検討委員会では、今まで学校の見学会などをやってきて、統合先についての話

はまだできていない状態だと思う。 

今からが統合についての本題だと思うのですが、もう２月になって、時期的に話す

回数や機会も少ないと思うので、平成 27 年度中に決定するのは難しいし、教育委員

会から決定時期を延ばしてみたらどうかとの提案は、もっともだなと思います。 

意見を出してまとめていく話し合いはこれからなので、このままこの会を継続する

なら、来期はＰＴＡや自治会なども新役員に変わるところもあり、全員委員として残

ってもらうことは難しいので、継続協議ということで現役員の中からも何人か残って

もらって、また新役員も入れて話していければと私は思っています。 

委員長 ありがとうございます。ほかにどうですか。 

委員 平成 28 年度中に伊良湖岬中学校の統合先を決めると方針変更した場合、統合時期

は、いつになるのですか。 

事務局 統合先が早い時期に決定すれば、予定どおりの統合という可能性もありますし、遅

れる可能性もあります。伊良湖岬中学校統合についての今後の考え方として、伊良湖

岬中学校の統合先の決定時期によっては統合時期を延ばすことも視野に考えていく

必要があると思っています。 

委員 伊良湖岬中学校統合についての子どもへのアンケート結果では、すごく真剣に書い

てあった。特に小学６年生は、「統合を遅らせてほしい」との意見が多くあったと思

うのですが、その意見は聞いてもらえないのですか。 

事務局 総合的に考えて、遅らせることも視野に入れて、方針変更案を提示しております。

そういったことも含めて、また、これからも検討していく必要があると考えます。 

委員長 資料１の１に、伊良湖岬中学校統合のこれまでの考え方が示されています。 

①地域がまとまって赤羽根中学校か福江中学校、または地域を分けて赤羽根中学校

か福江中学校。②統合先は、伊良湖岬小学校での学校生活を経て地元とともに判断す

るとし、平成 27 年度末までに決定。③統合の時期は平成 30年度。 

この中で、今年度末までに決定するのは、時期早尚、もう少し協議を深めていく必

要があるので、平成 27年度末ではなくて平成 28年度中として、もう少ししっかりと

統合先について話し合う機会を設けて、いろいろな方々からの意見も聞いて、統合先

を判断するという意味合いで、平成 27年度末までとしているものを平成 28年度中と

いう提案ですね。 

事務局 はい。 
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委員長 今のところの考え方としては、統合時期は平成 30年度の予定ですか。 

協議していく中で、統合時期は変わる可能性は十分あると受け取っていいですか。 

事務局 そうです。方針変更案で、統合時期を延ばすことも視野に協議を進めることもある

とのことです。 

委員 平成27年度末までに統合先を決定する予定を、平成28年度に決定が延びることを、

きょう決めるのですか。 

委員長  伊良湖岬中学校の統合先の決定時期は平成27年度中と決めてあるので、もう少し延

ばして、もう少し議論を深めていくということです。 

伊良湖岬中学校の統合先の決定時期を平成 27 年度末から平成 28年度中に、もう少

し先延ばしをしたいとの事務局からの提案については、よろしいですか。 

皆さんで了承していただければ、４月以降もこういう会を開いて、統合先について慎

重に検討していきたいということでございます。 

委員 その場合、委員としては旧自治会長が残るのですか。 

委員長 委員の選出については、また後ほど話があります。 

委員 これまで結論が出なかったことについて、その人たちが残って、また新しい人たち

が入って、人数がふえて、少しややこしくならないかなと思う。 

委員長 それについては、また後ほどお願いします。 

委員 個人的な意見を言わせてもらうと、伊良湖岬小学校のアンケート結果を見ても、統

合時期は延びてもいいと思うのですけれども、統合先は、この１年やってきた中で決

まらないのもおかしいし、協議はまだ尽くされていないと言っているけれども、学校

の見学にも行ったし、協議は結構やってきたと思うので、ある程度、結論を出しても

いいのではないかと思う。来年度以降は、統合先を決めた場合にどうしていくか、そ

ういう話もしたほうがいい。 

事務局 統合先については、今、決めたほうがいいのではないかという御意見でした。 

統合先について、どちらがいいか、では、どちらにしましょうとの協議をしており

ませんし、平成 28年３月までに決めるのではなくて、平成 27 年度末までとしていた

ものを平成 28 年度中として、統合先について決めていこうと考えましたので、御理

解いただければと思います。 

委員 結局、全員がまとまっての結論は出ないと思う。ある程度、結論を出すには多数決

とか、そういう決め方しかない。 

委員 統合先の決定は、統合検討委員会の中で、例えば多数決とか、みんなの意見で決め

るというより、統合検討委員会の意見を聞いて教育委員会が決定するとのことではな

かったですか。 

事務局 統合検討委員会の皆さんの意見を踏まえて、教育委員会で伊良湖岬中学校の統合先

を決めるものです。 

この統合検討委員会での意見集約は必要になると思っています。伊良湖岬小学校の

アンケート結果などを参考に、統合先について教育委員会としてもいろいろ考えなが

ら統合先を示すことができれば示しながら協議を進めたいと思っております。 
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まずは今年度末の統合先決定時期を、来年度も引き続き協議する方向で考えたいと

思っています。 

委員 統合検討委員会のメンバーでは学校見学会に行ったのですけれども、一般の保護者

の見学会をしてほしいという意見がありました。それについて、いかがですか。 

事務局 それについて、実現できなかったことは、申し訳ありませんでした。 

委員 伊良湖、堀切、和地で分かれて意見交換会をするのではなくて、みんなが小学校の

体育館に集まって意見交換をしたいとの意見がありましたが、どうなりましたか。 

事務局 全員小学校に集まって意見交換をすることについては、そのやり方も含めて検討し

ていきたいと思います。 

委員長 伊良湖岬中学校の統合先の決定時期を平成 27 年度末までとしているものを、平成

28 年度中まで、もう少し検討時期を設けたいとの事務局からの提案については、い

かがですか。了承していただければ、４月以降も継続して検討していくものです。 

それについては、了承していただけますか。 

御意見もないようですので、いろいろ思いもあるかとは思いますけれども、この３

月末に決定するという決定時期をもう少し先へ延ばして、平成 28 年度中とし、しっ

かり考えて統合先を検討していくことで了承していただけたと受け取ります。 

では、協議事項１ 伊良湖岬中学校の統合については、事務局の提案どおり、平成

27年度末から平成28年度中に決定時期を先延ばしするということで御了承いただけ

たと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、協議事項２ 伊良湖岬中学校統合についてのアンケートについて。 

先ほどの話し合いの中でも、アンケートについて、少しお話もあったかと思います

ので、ＰＴＡ会長から、アンケートについて報告をお願いします。 

伊良湖岬

小ＰＴＡ

会長 

こんばんは。伊良湖岬小学校ＰＴＡ会長です。 

伊良湖岬小学校ＰＴＡとしては、もう一度、皆さんの意向を調べたいということで

全児童の保護者と、高学年の児童（小学４年生から６年生）対象にアンケートを実施

いたしました。 

一つ目は、「伊良湖岬中学校は、福江中学校・赤羽根中学校のどちらに統合したら

いいか」です。全体の２分の１が福江中学校、４分の１が赤羽根中学校、わからない

が４分の１となっております。 

わからないというのは、どちらでもいいのか、どちらも嫌なのか、どのようにして

いいかわからない、いろいろなニュアンスがあると思いますけれども、このような結

果になり、理由としては、資料にあるとおりです。 

次に、「伊良湖岬中学校の統合の時期は、いつがよいか」です。 

これは、やはりおくらせるほうがよいというのが多くて、特に先ほども出ましたよ

うに、小学６年生、小学６年生の保護者、やはり中学３年生で統合するのが嫌だとい

う意見が多いと感じました。 

しかし、これはあくまでも小学校の児童、保護者の意見であり、中学生の保護者の

皆さん、保育園の保護者の皆さん、お子さんのいない校区の皆さんの意見も入れると、
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どうなるかわからない感じはありますけれども、あくまで伊良湖岬小学校ＰＴＡがと

りまとめましたアンケート結果については、以上です。 

委員長 お忙しい中、アンケート調査をしていただいた伊良湖岬小学校ＰＴＡ会長から報告

がありました。これについて御意見を出していただけたらと思います。 

委員 このアンケートの中で、みんなまとまって同じ学校に行ったほうがいいのか、それ

とも別々でもいいと保護者は考えているのか、どうですか。 

委員 一応、校区を割るという話はなしということで考えております。 

委員長 ほかに御意見等があったら、お願いします。 

委員 平成26年度に校区でアンケートをとったときは、渥美地域に中学校を新設するので

なければ赤羽根中学校がいいという意見が圧倒的に多かった。 

今年度、伊良湖岬小学校でアンケートをとる前に、統合検討委員会のメンバーで赤

羽根中学校と福江中学校へ施設見学に行き、そのときも、割と赤羽根中学校がいいと

の意見が多かった気がします。予想外に福江中学校が多くなったのですが、みんなの

考えがどういうふうに変わってきたのか、ＰＴＡ会長は、どう思われますか。 

伊良湖岬

小ＰＴＡ

会長 

私も正直、赤羽根中学校がもっと多くなるのかなあと思っていましたが、なぜかわ

からないけれども福江中学校が多くなりました。というのは、やはり旧渥美町の意識

なのか、実際はわかりません。部活動の数が福江中学校の方が多いことも関係して、

福江中学校が多くなったのかもしれません。 

委員 アンケート結果を全部読ませてもらいました。あくまで、アンケートを読ませても

らった結果の想像でしかないのですけれども、保護者の方よりも子どもが案外福江中

学校に集中しているのは、やはり赤羽根中学校では、どうしても全員というわけには

いかず、離れ離れになってしまうとの子どもの意識があって、こういう数字が出てき

たのかなと思います。アンケート結果や意見を見て、やはり伊良湖岬小学校、伊良湖

岬中学校となって、みんなでまとまって動きたいとの子どもの意向が出ているのかな

と思いました。統合する場合、１校にまとまったほうがいいとアンケート結果から考

えたことの一つです。 

委員長 何か思いがありましたら出していただけたらと思います。 

伊良湖岬

中学校長 

伊良湖岬中学校の校長です。 

今月２月 10 日に新入生の説明会がありました。今、小学６年生の保護者は入学の

準備を進めているところです。 

中学校の入学にあたり、特に服装の準備をする上で、２月 17 日に伊良湖岬中学校

統合準備委員会があり、そこである程度の方向性がわかるので、その後で改めて小学

６年生の保護者に連絡することになっていますので、伊良湖岬中学校の体操服、制服

を小学６年生の保護者に準備していただくことでよろしいですね。 

委員長 伊良湖岬中学校の体操服を準備せずに、どこの学校の体操服を準備するのですか。 

伊良湖岬

中学校長 

野田中学校の例があったので、野田中学校は田原中学校に統合されたとき、田原中

学校の制服に揃えるということで、野田中学校在学中から田原中学校の体操服で活動

しております。そういった野田中学校の例を見ていたので、そのことが心配で、自分
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といたしましては、大きい中学校の中に伊良湖岬中学校の子たちが入っていくとき

は、伊良湖岬中学校の体操服ではなくて、みんなと同じ体操服でスタートさせてあげ

たいと思ったので、少し待ってくださいと回答しました。今、話を聞いていて、小学

６年生の保護者にどういう回答をしていいのか少し迷っておりますが、伊良湖岬中学

校の制服、体操服を準備してくださいと連絡したいと思います。以上です。 

委員長 そういう問題について、事務局、どうですか。 

事務局 野田中学校については、入学する時点で統合が決まっていたので、野田中学校の校

長先生の御判断で、体操服の費用などを考慮して、野田中学校でも田原中学校でもど

ちらの体操服でも可能との対応をしていただきました。ただ、学校が始まって、大会

などで野田中生として参加しているのに、自分は田原中学校の体操服を着ている。結

果的には、田原中学校の体操服を買った野田中学校の子も、野田中学校の体操服を借

りたりしながら、大会には野田中学校の体操服で出ていたという話も聞いています。 

伊良湖岬

中学校長 

伊良湖岬中学校に入学する小学６年生は、伊良湖岬中学校の体操服、制服で準備を

すればよろしいですね。 

事務局 そのように準備をしていただければと思います。 

委員長 野田中学校のように統合先がはっきりしていれば選択できると思うのですけれど

も、伊良湖岬中学校の場合は、まだ赤羽根中学校か福江中学校かということで、その

決定がされていない状態なので、そのことを保護者にもお伝えして準備をしていただ

く形になると思います。 

委員 伊良湖岬中学校のＰＴＡです。少し似たようなことを聞かれたことがありました。

平成 30 年に統合の場合、中学校へ自転車で通う期間が２年となり、丸々３年間乗ら

ない可能性があるので、自転車を買うより、卒業生の自転車を譲ってもらえないかと

か、そういう話も少しずつ出てきて、校長先生の服装の件と少し絡んでくるのかなと

思います。年度がだんだん先へと進んでいくと、通学には自転車が必要なのですが、

自転車をどのように買おうかと相談を受けました。４月から中学校へ入学する保護者

の方も迷われていたので少し報告させていただきました。 

まだ先が決まっていないのでどうしたらいいのかは言えないのですけれども、今後

統合先などがはっきりしていかないと保護者も迷うことが出てくると思います。 

委員長 ありがとうございました。 

教育長 急ですが、保育園の保護者の方にアンケートを見た感想を教えてもらえますか。 

委員 今、アンケート結果を見せてもらった感じは、当たり前の感じがしています。とい

うのも、もちろん小学６年生の保護者や小学６年生は、遅らせてほしいと思っている

でしょうし、中学１年生、２年生、３年生の保護者は、そのまま自分たちの子どもの

年になりたくないので、予定どおりでと思うと思います。どの保護者も、その子ども

も、自分の年にはかかわりたくないと思っていると思うので、保育園の保護者に聞い

たら、小学生の高学年がいない家庭は、きっとみんな予定どおりお願いしますと言う

と思います。 

委員長 ほかに御意見ございますか。 
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伊良湖岬

小学校長 

伊良湖岬小学校の校長です。 

先ほどの方針変更案について、平成 27年度末までとしているのを平成 28年度中と

するとのことです。もう少しスケジュールを詰めて、次回の会を開催するときには、

いつまでも統合先の決定を延ばすのではなく、保護者の方の不安が、少しでも小さく

なるような決定までの会の持ち方、赤羽根中学校、福江中学校の見学会、全保護者対

象の説明会を行うかなどを次回提案していただきたいと思います。 

委員長 もう少しスケジュールを明確にという事務局への要望でございます。 

ほかに御意見ございませんか。 

委員 この方針変更案で、伊良湖岬中学校がどこへ統合するかと、新設の伊良湖岬小学校

を建てる問題がある。福江中学校の老朽施設について、改築、長寿命化を進めていく

とのことですが、伊良湖岬小学校の建設より、先に福江中学校の改築をするのですか。 

今の伊良湖岬小学校（旧和地小学校）は仮校舎なので、伊良湖岬小学校を新設する

必要はあると思います。福江中学校の校舎が古いのは、私も知っていますが、福江中

学校の改築が先になってしまうと、伊良湖岬小学校の建設の話が延びてしまうのでは

ないか、少し気になりました。 

事務局 伊良湖岬小学校の建設を後にして福江中学校を改築するものではなくて、伊良湖岬

小学校の建設は、まずは予定どおりにやっていきたいと思っていますが、統合先の決

定時期によっては、ずれる可能性もあると、先ほど説明させていただいたとおりです。 

赤羽根中学校と比較すると、福江中学校は古いので、改築計画を考えていくもので

す。計画の順番も決まっていませんが、伊良湖岬小学校の建設より福江中学校の改築

を先にやるというものではありません。 

委員 伊良湖岬中学校の統合についての方針変更案の中に福江中学校があるのは、伊良湖

岬中学校の統合を踏まえて、福江中学校の老朽施設の改築、長寿命化対策を計画して

いくのですか。田原市全体の学校の改築、長寿命化をやることとは別の話ですか。 

事務局 資料１に、福江中学校の改築、長寿命化対策を計画するとした真意は、赤羽根中学

校と福江中学校を比較すると、赤羽根中学校のほうが新しいので、施設の新しい古い

で学校の統合先を決めてほしくないです。福江中学校も、改築の計画があることも示

しながら学校を選んでいただきたいという気持ちです。 

委員長 御意見ございますか。 

お忙しい中、アンケートをやって、集計していただいて、本当にいい結果が出てい

ると思います。統合検討委員会の中でも、このアンケート結果を十分に参考にして、

いろいろまた議論を深めていけたらと思います。 

実施していただいたＰＴＡの皆さん、本当に御苦労さまでした。 

３、その他について、事務局から何かありましたら、お願いいたします。 

事務局 では、事務局から先ほども校区会長から話が出ましたけれども、来年度も引き続き

統合検討委員会で協議を行っていくことになりましたので、伊良湖岬中学校統合検討

委員会の委員につきまして説明いたします。校区会長と自治会長、ＰＴＡ会長などは

役職でお願いしているわけです。平成28年度の統合検討委員会の委員の中には、こと
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しの委員にも何人かは残って引き続き協議をお願いしたいと考えております。御理解

をお願います。 

事務局の案としては、現校区会長、自治会長の代表として、例えば和地校区で１名、

堀切校区で１名、伊良湖校区で１名、計３名。あと、現伊良湖岬中学校ＰＴＡ会長、

現伊良湖岬小学校ＰＴＡ会長に残っていただきたいと考えています。いかがですか。 

委員長 最後に、伊良湖岬中学校統合検討委員会の名簿が載っています。今、事務局から出

たのが、現校区会長、１番、２番、３番は平成28年度も継続です。次に、自治会長の

代表として和地校区で１名ですので、４番、５番、６番の３人の中から１名。堀切校

区で、７番、８番の堀切、小塩津のいずれかの自治会長で１名。９番、10番、伊良湖、

日出自治会長で１名、平成28年度の検討委員会に残っていただきたいとのことです。

それから、11番の伊良湖岬中学校ＰＴＡ会長と14番の伊良湖岬小学校ＰＴＡ会長にも

来年度も引き続きメンバーとして残っていただきたいとのことです。 

事務局から出た案で了承していただけたらと思います。よろしいですか。 

 （「異議なし」の声あり） 

委員長 異議なしとのことです。このメンバーは来年度も委員として残っていただきたいと

思います。 

この後、自治会長の代表を１名決めていただいて、事務局まで報告してください。 

本日の協議事項は、全て終了しました。 

きょう教育長も御参加いただいておりますので、ごあいさつをお願いします。 

教育長 本日は、伊良湖岬中学校統合についての方針変更案を皆さんに御審議いただきまし

た。まだ御意見もあるかと思いますが、この変更案で進めていきたいと思っています。 

来年度は、具体的な学校名や統合時期の案もある程度明らかにして、検討を進めて

いきたいと思います。平成 28年度中の早めに決められたらと考えております。 

私も１年間、岬地域、泉地域、野田地域と、いろいろな会でお話を聞いてきました。

いろいろな意見がある中で、決めることは難しいことではありますが、皆さんと一緒

に、勇気を奮って決めなければならないこともあると思います。統合先、統合時期が

決まらないと、特に中学校については、制服、体操服、それから自転車、部活動など

小学校に比べると、決めなければいけない細かいことが多くあります。 

皆さんの要望には寄り添いながらやっていきますが、100％全て聞き入れることは

難しいことを御承知いただきたいと思います。 

皆さんの意見を反映した中で出した方針案変更ですので、御理解いただきたいなと

思います。準備することもありますので、統合先や統合時期を早く決めて、安心して、

いろいろな細かいことを考えさせてあげたいということは、私もわきまえているつも

りです。 

なかなか気づかない細かい部分も出てくることもありますので、もう少し皆さんと

一緒に来年も考えて一番いい選択をしていけたらと考えております。 

今まで３回、随分時間をかけて、なかなか決まらないというお気持ちがあるかと思

いますが、十分、私たちは酌み取ったつもりでおりますし、またこれを来年にもつな
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げながら、早めに統合先、そして統合時期を含めた細かいことが決まっていくといい

と考えております。 

引き続き、次回から出られない方も、いろいろ意見を伝えてもらって、全ての多く

の方の意見が反映される形になることを祈りながら、細かいことにつきましては、ど

れだけ教育委員会で用意できるかわかりませんが、中学校は今、進路、進学の時期で

すので、３学期に見学会を持つのは、とても難しい状況なので、その辺も御容赦いた

だきたいと皆さんにおわびをしながらも感謝の言葉で終わらせていただきたいと思

います。１年間、ありがとうございました。 

委員長 今、教育長からも、次回からは具体的なスケジュールを出して議論していきたいと

の話もありましたので、次回以降、より煮詰まった形で議論ができるのではないかと

思います。 

委員 １点、よろしいですか。最近、新聞を見たという方の話ですが、福江中学校と福江

高校を一貫校にして進めていくという話がありますか。 

事務局 きょうの中日新聞に大きく載っています。 

具体的なことが決まっているわけではございません。福江高校と福江中学校が一貫

型中高連携校として進めていくことをこれから検討していく段階です。 

愛知県教育委員会の県の高等学校を管轄している高等学校教育課が、今後５年間の

高等学校の在り方の計画の中で今のことが示されました。 

今、福江高校も定員割れが続いていて、なかなか生徒が集まらない状況もあり、地

元の学校を大事にしていきたいということもございまして、連携してやっていくこと

ができないか検討していくことになります。 

連携の形態などを、私たち教育委員会も入って検討していくものです。あくまでも、

これから相談して決めていくものです。 

教育長 きょうの新聞にも載っているのですが、来年度から福江高校と福江中学校が一貫校

になってしまうのではなくて、両校の連携について検討していくものです。 

委員長 以上をもちまして、第３回伊良湖岬中学校統合検討委員会は終了します。 

御協力、ありがとうございました。 

それから、先ほどお願いしましたように、各自治会長の代表の方を決めて報告して

いただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 


